
萩
原
朔
太
郎
生
誕
百
二
十
年
で
創
設
さ
れ
た
「
前
橋

文
学
館
賞
」
の
贈
呈
式
が
、
十
一
月
五
日
、
同
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
公
募
し
た
詩
と
映
像
二
部
門
の
入
賞
者

へ
高
木
市
長
か
ら
表
彰
状
を
授
与
。
受
賞
作
品
の
披
露

も
あ
り
、
文
化
の
秋
を
堪
能
し
ま
し
た
。

「水と緑と詩
うた

のまち」をキ
ャッチフレーズとする本市
は、偉大なる詩人萩原朔太郎
を生んだ詩情あふれるまちで
す。本年は、朔太郎の生誕
120年に当たり朔太郎が愛し
た楽器のマンドリンにちなん
で、このマンドリンフェスタ
を開催しました。本市を、文
化活動が盛んで活気あるまち
にして、全国の皆さんにも、
本市の魅力を知ってもらいた
いと思います。
期間中は、マンドリンの演

奏会やコンクール、また街角
でのミニコンサートを開きま
した。マンドリンの魅力を実
感できた２日間になったので
はないかと思います。
このように盛大に開催でき

ましたのも、本日ご来場いた
だいた皆さんをはじめ、全国
からお越しくださいました出
演者の皆さん、また実行委員
会や、協賛・後援をいただき
ました関係団体のご尽力のた
まものであり、心から感謝と
お礼を申し上げます。
マンドリンフェスタを通じ

て、「人の輪」が大きく広が
ったことを何よりもうれしく
感じています。
（前橋マンドリンフェスタ
2006コンクール表彰式、10月
29日、市民文化会館）

９ 市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

「
毎
日
介
護
賞
」
の
県
内
優
秀

者
に
選
ば
れ
た
。
二
十
五
年
に
わ

た
り
、
認
知
症
高
齢
者
の
介
護
と

家
族
の
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

「
わ
た
し
個
人
の
賞
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
施
設
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
み
ん
な
の
活
動

全
体
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
だ

い
た
と
考
え
て
い
る
ん
で
す
」

大
学
卒
業
後
、
都
内
で
働
い
て

い
た
が
、
父
親
の
病
気
で
本
市
に

帰
郷
。
友
人
の
医
師
か
ら
全
国
初

の
認
知
症
高
齢
者
民
間
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
に
誘
わ

れ
、
開
設
後
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

働
い
た
。
そ
れ
以
降
、
認
知
症
高

齢
者
介
護
に
尽
く
し
、
平
成
十
一

年
、
通
所
介
護
事
業
所
で
管
理
者

に
。「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

県
支
部
代
表
も
務
め
て
い
る
。

「
認
知
症
の
人
も
程
度
は
そ
れ

ぞ
れ
。
よ
く
、
子
ど
も
に
帰
る
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
豊
か
な
経
験
、

長
い
人
生
の
重
み
は
失
わ
れ
ま
せ

ん
。
特
に
、
初
期
の
う
ち
は
得
意

分
野
で
、
普
通
の
人
に
勝
る
こ
と

が
多
い
で
し
ょ
う
。
偏
見
を
持
た

ず
に
接
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

母
親
を
介
護
し
た
経
験
が
あ
る

が
、
優
し
く
で
き
ず
落
第
だ
っ
た

と
振
り
返
る
。

「
以
前
よ
り
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
病
も
初
期
に
発
見
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
方
策

も
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る
そ
う
で
す
。

わ
た
し
た
ち
も
施
設
で
の
ケ
ア
や

家
族
へ
の
支
援
を
よ
り
幅
広
く
深

く
し
、
質
を
変
え
て
い
か
な
く
て

は
」
と
、
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

総
社
町
新
田
で
十
月
二
十
九
日
、

子
ど
も
み
こ
し
が
町
内
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時
季
に
子

ど
も
の
交
通
安
全
や
家
内
安
全
を

祈
願
し
行
う
行
事
。

そ
ろ
い
の
法
被
に
身
を
包
ん
だ

四
十
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
神
事

の
後
、「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ

い
」
と
元
気
な
掛
け
声
を
上
げ
町

内
へ
。
沿
道
で
は
多
く
の
人
が
家

や
店
の
外
に
出
て
温
か
い
声
援
を

送
り
ま
し
た
。

吉
田
義
雄
自
治
会
長
は
「
今
後

も
地
域
に
残
る
伝
統
行
事
を
通
し

て
世
代
間
の
交
流
や
地
域
の
つ
な

が
り
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

十
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の

二
日
間
、
東
箱
田
後
家
町
公
民
館

で
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
趣

味
を
通
し
て
住
民
交
流
を
図
る
催

し
で
今
年
で
三
回
目
で
す
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
四

十
五
人
が
出
展
し
、
手
芸
品
や
張

り
絵
、
絵
画
、
彫
刻
な
ど
百
点
あ

ま
り
の
自
信
作
が
ず
ら
り
。
訪
れ

た
人
に
茶
菓
子
が
配
ら
れ
、
お
互

い
の
作
品
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

石
坂
政
夫
自
治
会
長
は
「
町
は

輪
が
大
切
。
文
化
活
動
を
通
じ
人

と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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「毎日介護賞」県内優秀者

田部井　康夫さん（59）
石関町

み
ん
な
に
送
ら
れ
た
軈
エ
ー
ル
軋

子
ど
も
み
こ
し

元
気
に
力
強
く

総
社
地
区

文化祭を開催し

つながりを図る

※ピープル、まちのニュースの情報が
ありましたらお寄せください。
市政発信課蕁890-6642

東地区

詩
と
映
像
に
文
学
館
賞
贈
呈

マンドリン通じ
人の輪広がる

総社町新田

東
箱
田
後
家
町

全国ボランティアフェステ
ィバルぐんまが11月３日・４
日、本県各地で開かれました。
総合福祉会館では４日、ふれ
あい広場が行われ、活動を紹
介する展示のほかボランティ
アの皆さんが屋台を出店。家
族連れなどでにぎわいました。

祭典で楽しい交流

10月29日、県ＪＡビルで消
防秋季点検が行われました。
姿勢・服装点検の後、消防隊
員と団員が一糸乱れぬ分列行
進や一斉放水などを披露。見
事な日ごろの訓練成果に見物
人からは大きな拍手が送られ
ていました。

日ごろの訓練披露


